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三種町 議会だより

議員紹介

　

三
種
町
議
会
議
員
の
改
選
後
の
初
議
会
が
７
月
４
日
に
開
催
さ
れ
、
議
長
に

金
子
芳
継
氏
、
副
議
長
に
加
藤
彦
次
郎
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

議
員
紹
介

議席番号６

工藤　秀明
くどう  ひであき

地区　鹿中

所属委員会等

総務常任委員会
（副委員長）

議席番号７

高橋　　満
たかはし  みつる

地区　和田

所属委員会等

産業建設常任委員会
（副委員長）

議会広報編集特別委員会

議席番号８

石井　秀基
いしい  ひでき

地区　木戸沢

所属委員会等

総務常任委員会

議会広報編集特別委員会

議席番号９

鈴木　一幸
すずき  かずゆき

地区　黒瀬

所属委員会等

教育民生常任委員会

議会広報編集特別委員会
（副委員長）

議席番号１０

小澤　高道
こさわ  たかみち

地区　達子

所属委員会等

教育民生常任委員会

議会運営委員会

議席番号１

大澤　和雄
おおさわ かずお

地区　志戸橋野

所属委員会等

教育民生常任委員会
（副委員長）

議会運営委員会

議席番号２

宮田　幹保
みやた みきやす

地区　浜鯉川

所属委員会等

教育民生常任委員会
（委員長）

議席番号３

安藤　賢藏
あんどう けんぞう

地区　泉八日

所属委員会等

産業建設常任委員会
（委員長）

議席番号４

三浦　　敦
みうら あつし

地区　浜田

所属委員会等

産業建設常任委員会

議会運営委員会

議席番号５

清水　欣也
しみず きんや

地区　浜田

所属委員会等

産業建設常任委員会

議会広報編集特別委員会
（委員長）
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議員紹介・議長就任あいさつ

議席番号１５

伊藤　千作
いとう  せんさく

地区　鹿渡新屋敷

所属委員会等

総務常任委員会

議会運営委員会
（委員長）

議席番号１６

平賀　　真
ひらが  まこと

地区　大町

所属委員会等

総務常任委員会
（委員長）

議会広報編集特別委員会

議席番号１７

児玉　信長
こだま  のぶなが

地区　鹿北

所属委員会等

教育民生常任委員会

議席番号１８

金子　芳継
かねこ  よしつぐ

地区　大口

所属委員会等

議　長

総務常任委員会

議席番号１１

成田　光一
なりた  こういち

地区　大曲

所属委員会等

教育民生常任委員会

議会広報編集特別委員会

議席番号１３

後藤栄美子
ごとう  えみこ

地区　鵜川

所属委員会等

総務常任委員会

議会運営委員会
（副委員長）

議席番号１４

堺谷　直樹
さかいや  なおき

地区　飛塚

所属委員会等

産業建設常任委員会

議会運営委員会

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
町
議
会
議

員
改
選
後
の
初
議
会
に
お

き
ま
し
て
、
三
種
町
議
会

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ

り
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
責
任
の
重
さ
を
痛

感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
の
中
で
若
者

の
定
住
対
策
や
高
齢
化
対

策
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
の
活
性
化
な
ど
様
々
な

行
政
課
題
を
か
か
え
て
い

ま
す
。

　

議
会
は
こ
れ
ら
の
課
題

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
も
町
民

の
皆
さ
ま
の
願
い
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
最
善
の
努
力

を
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ど
う
か
今
後
と
も
皆
さ

ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

議
長
就
任

あ
い
さ
つ

議席番号１２

加藤彦次郎
かとう  ひこじろう

地区　鰄渕

所属委員会等

副議長

産業建設常任委員会
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新議会体制決まる

新
議
会
体
制
決
ま
る

総務常任委員会
（６人）

教育民生常任委員会
（６人）

産業建設常任委員会
（６人）

委 員 長 平　賀　　　真 宮　田　幹　保 安　藤　賢　藏

副委員長 工　藤　秀　明 大　澤　和　雄 高　橋　　　満

委 員 金　子　芳　継 児　玉　信　長 三　浦　　　敦

伊　藤　千　作 鈴　木　一　幸 清　水　欣　也

後　藤　栄美子 小　澤　高　道 加　藤　彦次郎

石　井　秀　基 成　田　光　一 堺　谷　直　樹

■議会常任委員会

任期：平成26年７月４日～平成28年７月３日

委 員 長 副 委 員 長 委　　　　員

伊　藤　千　作 後　藤　栄美子
三　浦　　　敦 大　澤　和　雄

小　澤　高　道 堺　谷　直　樹

■議会運営委員会

任期：平成26年７月４日～平成28年７月３日

委 員 長 副 委 員 長 委　　　　員

清　水　欣　也 鈴　木　一　幸
平　賀　　　真 高　橋　　　満

成　田　光　一 石　井　秀　基

■議会広報編集特別委員会

任期：平成26年７月４日～平成28年７月３日

議 会 議 員 鈴　木　一　幸

■能代市山本郡養護老人ホーム組合議会

任期：平成26年７月４日～平成28年７月３日

農 業 委 員 堺　谷　直　樹 監 査 委 員 小　澤　高　道

■議会推薦農業委員 ■議会選出監査委員

任期：平成26年７月４日～平成27年７月19日 任期：平成26年７月４日～平成30年６月30日

議 会 議 員

金　子　芳　継 加　藤　彦次郎 平　賀　　　真 安　藤　賢　藏

■能代山本広域市町村圏組合議会

任期：平成26年７月４日～平成28年７月３日
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補正予算の内容

平成26年　６月定例会補正予算の内容平成26年　６月定例会補正予算の内容平成26年　６月定例会補正予算の内容
会　　　計　　　名 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額

●一般会計 98億1,980万3千円 2億406万9千円 100億2,387万2千円

【主な歳出】

事　　業　　名（内　容） 事 業 費 財　　源

・過疎集落等自立再生対策事業（鵜川連合自治会による薬草薬木の栽培等への補助） 950万  　円 国庫支出金

・交通災害対策（琴丘地域の交通指導車購入） 285万  　円 一 般 財 源

・街灯ESCO事業（街路灯ＬＥＤ化事業費） 1,010万  　円 一 般 財 源

・介護保険費（介護保険財政安定化特別対策、介護特別会計へ繰出） 5,999万9千円 一 般 財 源

・青年就農給付金事業（就農定着における最低限所得を確保するための給付金） 450万  　円 県 支 出 金

・林業費（白神森林組合・高性能林業機械導入補助金） 253万5千円 一 般 財 源

・ゆめろん管理費（ゆめろん改修計画書作成業務委託料） 179万2千円 一 般 財 源

・多目的広場管理費（ゆめっぴいクラブハウス改修工事費） 1,030万9千円 一 般 財 源

・イベント事業費（山本地域活性化イベント実行委員会補助金） 108万  　円 一 般 財 源

・住宅管理費（町営新八竜住宅８戸分の屋根葺き替え改修工事費） 2,305万3千円 一 般 財 源

・林道災害復旧工事（昨年の台風被害による工事、琴丘稜線・羽根川線・井戸下田線他） 3,207万8千円 一 般 財 源

●水道事業会計 

区　　　　　　　分 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額

収益的支出 1億6,120万2千円 23万  　円 1億6,143万2千円

資本的支出 7,402万5千円 1,120万2千円 8,522万7千円

●特別会計 

会　　　計　　　名 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額

国民健康保険事業勘定特別会計 26億4,326万5千円 531万3千円 26億4,857万8千円

簡易水道事業特別会計 2億1,671万4千円 歳出組替 2億1,671万4千円

公共下水道事業特別会計 5億9,683万1千円 639万5千円 6億 322万6千円

農業集落排水事業特別会計 1億5,768万9千円 △487万8千円 1億5,281万1千円

介護保険事業勘定特別会計 27億2,731万4千円 5,999万9千円 27億8,731万3千円

衛生処理事業特別会計 2,129万8千円 歳出組替 2,129万8千円

６月11日～13日
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議案審議・議案一覧

議 

案 

審 

議

平
成
２６
年
度
一
般
会
計
予
算
の
補
正

問
浜
口
・
鵜
川
両
地
区
館
の
修
繕
費
は

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

  

児
童
館
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
鵜

川
地
区
館
で
、
傷
ん
だ
床
に
転
ん
だ
児
童

が
怪
我
を
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
そ
の
修

繕
は
考
え
て
い
な
い
か
。

答
こ
の
補
正
は
灯
油
タ
ン
ク
の
交
換
と

付
随
の
修
繕
で
あ
る
。
床
の
修
繕
と

な
る
と
大
規
模
な
改
修
が
必
要
と
な
る
が

内
容
を
精
査
し
検
討
し
た
い
。

問
全
県
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う

だ
が
、
選
手
の
選
考
方
法
は
決
ま
っ

て
い
る
の
か
。

答
駅
伝
大
会
に
つ
い
て
は
体
育
協
会
と

ス
ポ
ー
ツ
係
が
協
議
中
で
あ
る
。

問
町
営
住
宅
屋
根
改
修
と
設
計
委
託
料

の
内
容
は
。

答
屋
根
改
修
に
つ
い
て
は
新
八
竜
団
地

８
戸
分
で
あ
る
。
２７
年
度
か
ら
大
町
・

千
刈
田
住
宅
の
建
て
替
え
に
係
る
基
本
設

計
分
の
計
上
で
あ
る
。

問
住
宅
の
払
い
下
げ
に
関
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。
さ
ら
に
新
た

に
住
宅
建
設
の
予
定
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば

森
岳
駅
周
辺
を
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

答
払
い
下
げ
に
関
し
て
は
補
助
金
で
建

設
し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
財

産
処
分
の
要
件
等
注
視
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。
森
岳
駅
周
辺
に
つ
い
て
は

利
便
性
の
あ
る
と
こ
ろ
と
認
識
し
て
い
る
。

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

問
財
産
管
理
費
補
助
金
「
母
へ
の
手

紙
・
父
へ
の
手
紙
」
の
内
容
と
作
品

に
順
位
を
つ
け
る
こ
と
へ
の
当
局
の
考
え

方
は
。
ま
た
、
こ
の
補
助
金
は
財
産
管
理

費
で
は
な
く
文
化
振
興
費
と
し
て
予
算
計

上
す
べ
き
内
容
で
は
な
い
か
。

答
実
行
委
員
会
の
予
算
内
容
で
は
会
議

費
・
旅
費
・
報
償
費
・
通
信
費
・
印

刷
費
・
商
品
費
・
事
務
費
と
な
っ
て
い
る
。

順
位
を
つ
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
実
行

委
員
会
の
考
え
方
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

予
算
は
今
後
適
正
な
項
目
に
計
上
す
る
。

問
小
・
中
学
校
の
緊
急
メ
ー
ル
配
信
シ

ス
テ
ム
の
詳
細
は
、
ま
た
職
員
用
の

非
常
用
連
絡
シ
ス
テ
ム
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

答
児
童
生
徒
の
保
護
者
（
希
望
者
）
と

の
緊
急
連
絡
を
メ
ー
ル
で
や
り
と
り

す
る
も
の
で
あ
る
。
配
信
方
法
・
受
信
確

認
機
能
な
ど
が
構
築
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。

　

職
員
用
は
既
存
の
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し

一
斉
送
信
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
国
民
文
化
祭
に
係
る
補
助
金
の
内
訳

は
。

答
主
会
場
が
山
本
体
育
館
に
な
る
が
、

会
場
費
・
舞
台
制
作
経
費
と
し
て
歌

舞
伎
に
は
花
道
や
せ
り
出
し
の
舞
台
、
引

き
幕
、
楽
屋
な
ど
の
ほ
か
に
特
別
出
演
者

の
経
費
で
あ
る
。
キ
ル
ト
展
示
に
関
し
て

は
パ
ネ
ル
の
設
置
、
有
名
人
が
作
成
し
た

キ
ル
ト
の
展
示
（
交
渉
中
）
の
費
用
を
見

込
ん
で
い
る
。

問
空
き
家
解
体
費
補
助
に
つ
い
て
、
個

人
で
解
体
す
る
場
合
も
自
治
会
が
解

体
す
る
場
合
も
補
助
率
は
変
わ
ら
な
い
の

か
。答

基
本
的
に
個
人
責
任
で
対
応
す
べ
き

も
の
で
あ
る
が
、
相
続
人
不
在
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
る
。
実

態
に
即
し
た
対
応
を
し
た
い
の
で
、
ま
ず

は
町
民
生
活
課
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

条例改正 平　成　26　年　度　予　算 専　　決　　処　　分 区分 審
議
さ
れ
た
議
案
一
覧

工
場
誘
致
等
奨
励
条
例
の
一
部

改
正

簡
易
水
道
給
水
条
例
及
び
水
道

事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

水
道
事
業
会
計
予
算
の
補
正

衛
生
処
理
事
業
特
別
会
計
予
算

の
補
正

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

予
算
の
補
正

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

予
算
の
補
正

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
の
補
正

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

の
補
正

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算
の
補
正

一
般
会
計
予
算
の
補
正

平
成
25
年
度
介
護
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
25
年
度
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
25
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
25
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

議　
　

案　
　

名

13 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 賛成 採決
状況5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 反対

可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 承認 承認 承認 承認 承認 承認 承認 承認 結果
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第34号  Ｈ26.7.15

三種町 議会だより

議案審議・討論・議案採決結果・議案一覧

議 案 採 決 結 果
○…賛成　●…反対　欠…欠席　退…退席

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
結　
　

果
　　　　　　　　　議　員　名

　
議　案　名　　　　　　　　　　

鈴
木　

一
幸

加
藤
彦
次
郎

清
水　

欣
也

安
藤　

賢
藏

工
藤　

秀
明

堺
谷　

房
子

平
賀　
　

真

伊
藤　

千
作

近
藤　

一
彦

金
子　

芳
継

袴
田　
　

隆

三
浦　
　

敦

大
澤　

和
雄

宮
田　

幹
保

児
玉　

重
吉

斎
藤　

清
作

後
藤
栄
美
子

小
澤　

高
道

工場誘致等奨励条例の一部改正 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● － ○ ○ 可決

※採決の際に賛否が分かれた議案を掲載しています。
※議長は採決に加わりません。

※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

報　　　　告 選　挙 諮　　問 任　命 契　　約

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
事

故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
の
報
告

平
成
25
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
の
報
告

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

専
決
処
分
の
報
告

（
公
用
車
走
行
に
よ
る
浸
水
波

事
故
に
係
る
損
害
賠
償
に
関
す

る
こ
と
）

専
決
処
分
の
報
告

（
町
道
管
理
瑕
疵
に
よ
る
車
両

事
故
に
係
る
損
害
賠
償
に
関
す

る
こ
と
）

秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員
の
選
挙

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同

補
充
員
の
選
挙

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

財
産
の
購
入

（
除
雪
ド
ー
ザ
11
ｔ
級　

そ
の
２
）

財
産
の
購
入

（
除
雪
ド
ー
ザ
11
ｔ
級　

そ
の
１
）

財
産
の
購
入

（
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
端
末
装
置
）

－ － － － － 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18
－ － － － － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
報告 報告 報告 報告 報告 決定 決定 決定 決定 決定 可決 可決 可決 可決 可決

工
場
誘
致
等
奨
励
条
例
の
一
部

改
正

問
人
口
減
少
社
会
に
立
ち
向
か
う
た

め
、
働
く
場
所
の
確
保
が
急
務
で
あ

る
。
奨
励
金
交
付
を
３
年
か
ら
５
年
に
、

ま
た
固
定
資
産
税
の
免
除
を
３
年
に
と
あ

る
が
、
多
少
条
件
が
良
く
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
県
内
で
も
条
件
が
い
い

と
言
い
切
れ
る
内
容
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
県
内
で
三
種
町
と
同
規
模
の
町
村
で

は
美
郷
町
と
羽
後
町
で
あ
り
奨
励
金

交
付
は
５
年
で
あ
る
。
市
で
は
仙
北
市
が

特
別
で
１０
年
交
付
で
あ
る
。

問
条
例
の
名
称
も
「
工
場
」
と
限
定
せ

ず
に
「
企
業
」
と
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
さ
ら
に
は
公
と
民
が
一
体
化
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
る
の
は
ど
う

か
。答

名
前
の
変
更
を
含
め
全
面
的
な
改
正

は
今
後
さ
ら
に
検
討
す
る
。
ま
た
、

異
業
種
間
の
交
流
の
場
を
設
け
、
様
々
な

意
見
や
情
報
を
収
集
し
た
い
。

討　論

◆
反
対
討
論

児
玉
重
吉
議
員　

こ
の
条
例
案
は

修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文
面
、

内
容
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
。
今
回

こ
の
条
例
案
を
採
択
し
た
と
こ
ろ

で
、
近
々
ま
た
改
正
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
何
度
も
同
じ
内
容
を

改
正
し
た
り
す
る
よ
り
は
、
も
う

一
度
練
り
直
し
て
提
案
す
べ
き
で

あ
る
。
よ
っ
て
反
対
で
あ
る
。

◆
賛
成
討
論

堺
谷
房
子
議
員　

や
は
り
置
か
れ

て
い
る
町
の
情
勢
、
状
況
な
ど
を

判
断
し
た
場
合
に
、
何
度
で
も
条

例
改
正
は
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ

と
思
う
。
よ
っ
て
賛
成
で
あ
る
。
 

◆
反
対
討
論

安
藤
賢
藏
議
員　

町
長
の
公
約
で

も
あ
る
企
業
誘
致
を
進
め
る
と
い

う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
今
回
の
改

正
で
は
弱
い
。
他
の
市
町
村
よ
り

も
一
歩
も
二
歩
も
先
に
良
い
条
件

を
提
示
す
る
こ
と
が
、
今
、
私
た

ち
が
求
め
ら
れ
て
い
る
町
の
考
え

方
で
あ
る
。
よ
っ
て
反
対
で
あ
る
。
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第34号  Ｈ26.7.15
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人口減少社会に向けどう取り組むか

清水　欣也
議員

人
口
減
少
に
関
す
る
各
種

の
推
計
が
国
や
県
の
機
関

に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
調
査
結
果
は
衝
撃
と
も
い
え

る
内
容
で
あ
り
、
将
来
に
危
機
感

を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
公
表
さ
れ
た
内
容

で
、
特
に
問
題
な
の
は
、
秋
田
県
が

多
く
の
調
査
項
目
で
全
国
の
悪
い

方
の
上
位
を
占
め
て
い
る
う
え
に
、

三
種
町
が
さ
ら
に
そ
の
県
平
均
を

大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

　

公
表
さ
れ
た
推
計
に
お
い
て
、

私
達
の
町
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
減
少
状
況
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
町
長
は
そ
の
結
果
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

昨
年
、
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
で
公
表

し
た
２
０
４
０
年
の
将
来
推
計

人
口
に
よ
る
と
、
２
０
１
０
年
に

１
万
８
千
８７６
人
で
あ
っ
た
も
の
が

２
０
４
０
年
に
は
１
万
６
人
に
な

り
、
３０
年
間
で
約
８
千
８００
人
余
り

が
減
少
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
本
創
成
会
議
人
口
減

少
問
題
検
討
分
科
会
が
公
表
し

な
人
材
を
確
保
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
ま
た
、
中
小
企
業
の
た
め

の
補
助
金
制
度
を
習
熟
さ
せ
る
た

め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
企
業
活
性

化
セ
ン
タ
ー
へ
職
員
を
派
遣
す
る

こ
と
も
考
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
高
齢
者
の

活
用
が
こ
の
地
域
の
活
性

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な

る
。
ま
た
、
今
の
お
年
寄
り
は
非

常
に
元
気
で
あ
り
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
組
織
を
拡
大
し
、

も
っ
と
活
動
の
幅
を
広
げ
て
は
ど

う
か
。
そ
の
際
に
は
セ
ン
タ
ー
が

在
宅
介
護
事
業
に
参
入
し
て
は
ど

う
か
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
に
お
い

て
、
高
齢
者
の
活
用
が
大

事
に
な
る
と
い
う
意
見
に
は
同
感

で
あ
る
。
今
の
高
齢
者
は
非
常
に

元
気
で
あ
る
ほ
か
、
知
識
や
経
験

が
豊
富
で
あ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
を
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に

入
っ
て
行
け
る
よ
う
な
形
に
組
織

す
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

人
口
減
少
対
策
の
大
き
な

柱
の
一
つ
と
し
て
子
育
て

支
援
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
支

援
策
の
一
つ
と
し
て
保
育
施
設
の

整
備
が
あ
る
。
町
長
は
、
選
挙
公

約
で
浜
口
・
鵜
川
保
育
園
の
公
設

民
営
を
検
討
す
る
と
し
て
い
る

が
、
今
後
の
出
生
数
の
減
少
を
見

た
試
算
に
よ
る
と
、
２０
歳
か
ら

３９
歳
ま
で
の
若
年
女
性
人
口
が

２
０
１
０
年
に
１
千
４５０
人
で
あ
っ

た
も
の
が
、
２
０
４
０
年
に
は
３９２

人
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
減
少
率
は
７３
％
で
、男
鹿
市
、

五
城
目
町
に
次
い
で
３
番
目
に
高

い
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に

厳
し
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
減
少
の
最
大
の
要
因

は
、
雇
用
の
問
題
だ
と
思

う
。
働
く
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
こ

の
町
か
ら
出
て
行
く
し
か
な
い
。

ま
た
、
今
の
生
活
を
維
持
し
て
行

く
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
子
供
ど
こ

ろ
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
現
実

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
町
長
は
建
物
行
政
や

文
化
社
会
的
な
分
野
に
は
熱
心
で

あ
る
が
、
産
業
振
興
や
雇
用
の
確

保
と
い
う
こ
と
に
は
真
剣
で
な
い
。

　

県
の
秋
田
企
業
活
性
化
セ
ン
タ

ー
の
よ
う
な
産
業
振
興
専
門
の
組

織
体
制
を
敷
い
て
、
地
域
の
産
業

の
徹
底
的
な
底
上
げ
を
図
っ
て
は

ど
う
か
。産

業
振
興
に
つ
い
て
は
、

地
域
雇
用
創
出
推
進
事
業

補
助
金
の
活
用
に
よ
り
雇
用
者
の

確
保
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、
商
工

業
者
が
利
用
す
る
融
資
（「
マ
ル

三
」）
の
限
度
額
を
増
額
し
そ
の

利
用
度
を
上
げ
て
い
る
。今
後
は
、

地
域
の
事
業
者
へ
の
資
金
の
導
入

な
ど
広
範
な
指
導
が
で
き
る
よ
う

据
え
た
場
合
、
両
保
育
園
を
統
合

し
た
上
で
町
営
に
す
る
こ
と
が
適

切
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

八
竜
地
区
の
保
育
園
は
民

間
の
保
育
所
で
あ
り
、
琴

丘
や
山
本
地
区
の
町
営
の
保
育
園

と
比
較
し
、
保
育
士
の
待
遇
や
施

設
整
備
の
面
で
ハ
ン
デ
ィ
が
生
じ

や
す
い
。
今
後
は
浜
口
・
鵜
川
保

育
園
が
一
緒
に
な
っ
た
形
で
公
設

民
営
化
す
る
の
が
適
切
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

人
口
減
少
対
策
と
い
う
と
、

強
化
、
拡
大
、
予
算
の
増

額
と
い
っ
た
振
興
策
に
重
点
が
置

か
れ
が
ち
だ
が
、
減
少
に
伴
う
縮

小
、
縮
減
を
視
点
に
置
い
た
対
策

が
一
方
に
な
け
れ
ば
人
口
減
少
対

策
と
し
て
は
有
効
と
は
言
え
な

い
。
こ
の
地
域
の
人
口
が
今
後
急

激
に
減
少
す
る
こ
と
が
確
実
視
さ

れ
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、
ゆ
め
ろ

ん
の
改
修
に
当
っ
て
は
縮
減
方
針

で
臨
む
べ
き
で
あ
り
、
無
理
を
せ

ず
、
小
じ
ん
ま
り
と
し
た
ゆ
め
ろ

ん
を
目
指
す
べ
き
だ
と
思
う
。

ゆ
め
ろ
ん
の
施
設
の
整
備

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

当
然
に
節
度
が
求
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
、
本
当
に
必
要
な
設
備
に

と
ど
め
置
く
べ
き
と
い
う
意
見
に

は
同
感
で
あ
る
。

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

清
水

清
水

清
水

清
水

清
水
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平賀　　真
議員

子育て支援は万全か

町
で
は
、
第
２
子
以
降
誕

生
祝
い
金
支
給
、
中
学
生

ま
で
医
療
費
無
料
、
小
中
学
校
に

同
時
に
３
人
以
上
在
学
し
た
場
合

３
人
目
以
降
の
給
食
費
免
除
等
、

子
育
て
支
援
事
業
が
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
保
育
事
業
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

若
い
世
代
が
、
こ
の
町
で
子
ど

も
を
産
み
育
て
、
生
活
の
た
め
に

仕
事
を
し
て
い
く
に
は
、
保
育
事

業
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

現
在
の
保
育
園
の
定
数
、
入
園

児
童
数
、待
機
児
童
は
い
る
の
か
。

職
員
の
実
態
を
伺
う
。

保
育
園
の
現
状
は
、
町
立

の
琴
丘
保
育
園
が
定
数
１６０

人
に
対
し
入
園
児
１０８
人
・
森
岳
１１０

人
に
対
し
７９
人
・
金
岡
９０
人
に
対

し
５０
人
・
下
岩
川
４５
人
に
対
し
１７

人
・
私
立
の
鵜
川
１００
人
に
対
し
９４

人
・
浜
口
８０
人
に
対
し
７０
人
・
八

竜
２０
人
に
対
し
６
人
と
な
っ
て
お

り
、
７
保
育
園
６０５
人
の
定
員
に
対

し
入
園
児
は
４２４
人
で
あ
る
。

　

職
員
数
は
町
立
４
保
育
園
で
正

町
内
の
空
き
家
の
実
態
を

伺
う
。
空
き
家
の
数
、
所

有
者
不
明
の
数
、
危
険
性
が
高
い

家
屋
の
数
は
ど
の
程
度
か
。

　

補
助
を
受
け
、
解
体
が
行
わ
れ

た
実
績
は
。

　

隣
接
家
屋
、
通
行
人
、
通
行
車

両
等
に
被
害
が
想
定
さ
れ
る
空
き

家
に
対
し
て
、
危
険
度
を
判
断
し

応
急
的
対
応
を
講
じ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

法
的
問
題
を
ク
リ
ア
す
る
た
め

に
、
行
政
で
は
、
ど
こ
ま
で
踏
み

込
ん
で
い
る
の
か
。

町
内
の
空
き
家
は
平
成
２４

年
度
末
で
４４８
棟
、
そ
の
内

自
治
会
か
ら
危
険
と
指
摘
さ
れ
た

空
き
家
は
１０５
棟
、
町
で
調
査
し
特

に
危
険
と
判
断
し
た
の
が
３６
棟
で

あ
る
。
指
導
助
言
の
対
象
と
し
て

所
有
者
が
特
定
で
き
た
８
棟
の
内

２
棟
が
解
体
さ
れ
た
。

　

自
治
会
が
所
有
者
か
ら
印
鑑
証

明
付
き
同
意
書
を
貰
い
解
体
に
向

け
進
め
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
行

政
で
代
執
行
す
る
よ
り
も
、
早
い

解
決
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

職
員
２１
人
、
臨
時
職
員
２３
人
、
パ

ー
ト
３
人
、
私
立
３
保
育
園
で
正

職
員
１８
人
、
臨
時
職
員
１０
人
、
パ

ー
ト
３
人
で
あ
る
。

　

入
園
の
相
談
を
受
け
て
い
る
の

が
４
人
お
り
、
事
実
上
の
待
機
児

童
で
あ
る
。
保
育
士
の
不
足
が
理

由
で
あ
り
、
引
き
続
き
募
集
を
行

い
補
充
に
努
め
て
い
き
た
い
。

待
機
児
童
家
庭
は
乳
幼
児

を
抱
え
就
業
で
き
な
い
状

態
で
あ
る
。
対
策
を
急
ぐ
べ
き
で

あ
る
。

２
月
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
を
通
じ
募
集
し

て
い
る
が
応
募
が
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。

　

一
日
７
千
円
、
臨
時
的
雇
用
と

い
う
待
遇
が
問
題
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
引
き
続
き
募
集
し
て
い
く
。

入
園
許
可
の
判
定
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
、
家

庭
の
状
況
を
民
生
委
員
か
ら
確
認

し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

申
込
書
、
添
付
書
類

で
判
断
し
て
い
る
。

家
庭
内
で
保
育
が
困
難
な
児
童
の

入
園
を
許
可
し
て
い
る
が
、
今
後

は
民
生
委
員
の
意
見
も
参
考
に
し

て
判
断
し
て
い
き
た
い
。

事
故
等
が
発
生
し
た

場
合
は
、
あ
く
ま
で

所
有
者
が
責
任
を
負

う
べ
き
だ
が
、
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
や

看
板
を
設
置
し
安
全
に
配
慮
し
た

い
。
個
人
の
財
産
権
を
侵
害
す
る

恐
れ
が
あ
る
の
で
な
か
な
か
踏
み

込
め
な
い
。

行
政
は
町
民
の
生
命
、
財

産
を
守
る
こ
と
が
最
大
の

使
命
で
あ
る
。
解
体
が
困
難
な
場

合
、
防
護
壁
の
設
置
等
様
々
な
こ

と
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

個
人
の
財
産
権
が
あ
っ
て

も
、
近
隣
に
被
害
が
及
ぶ

の
を
抑
え
る
た
め
の
措
置
を
と
る

必
要
は
あ
る
と
思
う
。

空
き
家
解
体
支
援
事
業
の

実
績
と
今
後
の
課
題
は

町
長

町
長

町
長

平
賀

平
賀

平
賀

平
賀

平
賀

福
祉
課
長

福
祉
課
長

町
民
生
活

課　
　

長

倒壊の危険がある空き家
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旧山本給食センター付近の改良を

大澤　和雄
議員

旧
山
本
給
食
セ
ン
タ
ー
付

近
の
駐
車
場
や
住
宅
地
周

辺
は
大
雨
の
た
び
ご
と
に
床
下
浸

水
の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
。
旧
山

本
町
の
と
き
に
も
何
度
か
改
良
工

事
を
し
て
き
て
い
る
が
、
増
水
し

備
に
よ
り
、
水
を
集
め
る
区
域
か

ら
の
降
雨
の
流
出
速
度
や
係
数
が

高
ま
っ
た
こ
と
や
、
排
水
施
設
の

設
計
に
用
い
る
降
雨
強
度
等
の
数

値
が
標
準
を
大
き
く
上
回
っ
て
き

て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。

十
分
、
現
地
調
査
を
行
い
、
床
下

浸
水
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
対
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
公
共
下

水
道
の
ポ
ン
プ
の
能
力
に
つ
い
て

は
、
汚
水
の
み
を
排
水
す
る
分
流

方
式
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
処
理

能
力
に
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

じ
ゅ
ん
さ
い
の
館
の
組
合

員
か
ら
加
工
施
設
を
設
置

し
た
い
と
の
要
望
が
あ
る
と
伺
っ

て
い
る
。
組
合
員
の
要
望
に
積
極

的
に
支
援
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
。
現
在
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て

の
状
況
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

た
と
き
に
直
接
、
惣
三
郎
沼
へ
排

出
す
る
よ
う
な
改
良
を
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
対
応
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　

ま
た
、
下
水
道
の
ポ
ン
プ
の
能

力
が
低
い
の
で
は
と
い
う
声
も
あ

る
が
、
ど
う
な
の
か
。

指
摘
さ
れ
た
場
所
は
、
こ

こ
数
年
間
、
何
度
か
浸
水

な
ど
が
発
生
し
て
い
る
。
原
因
は

惣
三
郎
沼
公
園
、
テ
レ
ト
ラ
ッ

ク
、
ふ
る
さ
と
文
化
館
な
ど
の
整

加
工
施
設
に
つ
い
て
は
、

近
年
の
組
合
総
会
で
も
６

次
産
業
化
が
話
題
と
な
り
、
組
合

員
の
中
で
も
加
工
の
意
欲
を
示
し

て
い
る
組
合
員
も
多
い
と
聞
い
て

い
る
。
農
産
物
の
生
産
加
工
販
売

と
い
う
流
れ
は
、
農
業
振
興
や
農

家
所
得
向
上
に
有
効
な
施
策
と
考

え
ら
れ
る
。

　

現
在
、
町
に
対
す
る
要
望
や
具

体
的
な
内
容
は
、
ま
だ
提
出
さ
れ

て
い
な
い
段
階
で
あ
る
。し
か
し
、

農
業
振
興
、
農
家
所
得
向
上
の
た

め
、
組
合
が
前
向
き
な
姿
勢
を
示

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
５
月
末
日

に
関
係
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
、
県
の
６
次
産
業
化
総
合
支
援

事
業
の
採
択
基
準
な
ど
に
つ
い
て

協
議
中
で
あ
る
。
事
業
の
具
体
化

を
探
る
た
め
に
も
、
今
後
と
も
打

ち
合
わ
せ
を
継
続
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

大
澤

大
澤

町
長

町
長

「
じ
ゅ
ん
さ
い
の
館
」

の
加
工
施
設
設
置
を

昨年の大雨被害状況
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消防団員の待遇改善を

消
防
団
は
、
初
期
消
火
活

動
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
し
か
し
、
最
近
は
入

団
者
も
減
り
続
け
て
い
る
。
一
方

で
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、

大
規
模
災
害
時
の
消
火
・
救
助
活

動
、
住
民
の
避
難
誘
導
な
ど
、
消

防
団
員
の
果
た
す
役
割
が
見
直
さ

れ
、
消
防
団
の
充
実
強
化
に
取
り

組
む
自
治
体
も
広
が
っ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
の
消
防
団
員
の
待
遇

改
善
を
求
め
る
取
り
組
み
は
急
務

と
な
っ
て
い
る
。

　

地
方
自
治
法
で
消
防
団
員
に
は

報
酬
・
手
当
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
、
そ
の
報

酬
と
出
動
手
当
は
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
政
府
は
、
自
治
体
が

消
防
団
員
に
一
定
額
の
報
酬
と
手

当
を
支
給
す
る
よ
う
、
地
方
交
付

税
で
そ
の
額
を
措
置
し
て
い
る
。

　

政
府
は
、
消
防
団
員
一
人
当
た

り
の
報
酬
の
交
付
税
単
価
を
年
額

交
付
税
単
価
と
し

て
示
さ
れ
て
い
る

年
額
報
酬
は
、
地
方
交
付

税
の
算
定
で
人
口
１０
万

人
、
世
帯
数
４
万
１
千
世

帯
等
の
標
準
的
条
件
を
備

え
た
地
方
団
体
が
合
理
的

で
妥
当
な
水
準
に
お
い
て

地
方
行
政
を
行
う
場
合

の
経
費
を
基
準
に
算
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
積
算
さ
れ
た
金
額
が

３
万
６
千
５００
円
と
な
っ
て

い
る
。

　

地
方
交
付
税
は
地
域
の

自
然
条
件
、
面
積
、
人
口

な
ど
の
違
い
に
よ
り
調
整
さ
れ
交

付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
交
付
税
単

価
が
そ
の
ま
ま
算
入
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
各
団
体
の
基
準
財

政
需
要
額
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
て

い
る
。

　

現
在
の
費
用
弁
償
は
、
平
成
１８

年
の
町
の
合
併
当
時
に
、
旧
３
町

の
金
額
を
調
整
し
て
改
正
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

能
代
・
山
本
の
各
市
町
を
見
る

と
、
一
般
団
員
の
年
額
報
酬
は
、

高
い
方
で
、
１
回
当
た
り
の
出
動

手
当
額
は
中
間
ぐ
ら
い
に
位
置
し

て
い
る
。

で
３
万
６
千
５００
円
と
算
定
し
、
ま

た
１
回
の
出
動
手
当
額
は
７
千
円

と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
当
町
は
団
員
の
報
酬

額
は
２
万
１
千
１００
円
、
１
回
の
出

動
手
当
額
は
３
千
１００
円
と
な
っ
て

い
る
。
ち
な
み
に
報
酬
に
つ
い
て

全
国
基
準
と
町
を
比
較
す
る
と
次

の
表
の
と
お
り
で
あ
り
、
部
長
・

班
長
も
含
め
て
全
て
国
基
準
を
下

回
っ
て
い
る
。

　

消
防
庁
の
通
達
に
も
、
報
酬
手

当
の
条
例
単
価
の
低
い
市
町
村

は
、
積
極
的
に
単
価
を
引
き
上
げ

る
よ
う
述
べ
、
出
動
手
当
も
出
勤

実
態
に
応
じ
た
検
討
を
述
べ
て
い

る
。

　

当
町
も
報
酬
の
引
き
上
げ
な

ど
、
消
防
団
員
の
待
遇
改
善
を
し

て
い
く
べ
き
だ
。

　

し
か
し
、
制
定
さ
れ
て
か
ら
既

に
８
年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と

や
、
火
災
な
ど
で
出
動
す
る
場
合

の
所
要
時
間
が
２
時
間
か
ら
４
時

間
未
満
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
参

考
に
、
全
県
と
都
市
の
状
況
や
賃

金
な
ど
も
比
較
考
慮
し
な
が
ら
適

正
額
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

伊藤　千作
議員

伊
藤

町
長

自然災害を想定した水防訓練

他
に

「
道
路
側
溝
等
の
環
境
整
備
」

「
生
活
保
護
世
帯
か
ら
の

税
金
徴
収
」　

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

国基準 三種町

団 長 82,500 60,000 

副 団 長 69,000 54,800 

分 団 長 50,500 30,200 

副分団長 45,500 26,600 

報酬の比較表
（単位：円）
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陳　
　

情

町民と議会との懇談会、請願・陳情

請 願　 陳 情   審査報告

件　　　　名 陳  情  者  氏  名 付託委員会 結　果

街灯新設に関する陳情書

根岸自治会
　近藤与志雄・信太　清忠
　館岡　和男・信太　鉄政
　細越真利雄・館岡　義実

教育民生常任委員会 採　 択

手話言語法（仮称）制定を求める意見書採択に関
する陳情書

能代市聴力障害者会
　会長　佐々木忠之 教育民生常任委員会 採　 択

少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国
庫負担制度２分の１復元をはかるための、2015年
度政府予算に係る意見書採択についての陳情書

秋田県教職員組合
　執行委員長　山縣　稔
秋田県教職員組合能代山本支部
　支部長　佐々木　徹

教育民生常任委員会 採　 択

　三種町議会では、本会議の内容や議会活動の状況などを町民のみなさんにご報告・説明し、また、
議会や町政に対する質問や意見、提言をお聴きする機会として、「住民と議会との懇談会」を開催します。
　たくさんのご来場をお待ちしております。

● 日　程
日　　時 地　域 会　　　　場 担当班

７月28日(月)
午後７時00分～午後８時30分

琴丘地域 上岩川生活改善センター １班

山本地域 すいらんの館 ２班

八竜地域 せいぶ館 ３班

７月29日(火)
午後７時00分～午後８時30分

琴丘地域 鯉川地区コミュニティセンター ３班

山本地域 金陵の館 １班

八竜地域 浜口地区館 ２班

７月30日(水)
午後７時00分～午後８時30分

琴丘地域 琴丘地域拠点センター ２班

山本地域 山本公民館 ３班

八竜地域 鵜川地区館 １班

● 班編制
班 １　班 ２　班 ３　班

出
席
議
員

平賀　　真 工藤　秀明 宮田　幹保 大澤　和雄 安藤　賢藏 高橋　　満

金子　芳継 伊藤　千作 児玉　信長 鈴木　一幸 三浦　　敦 清水　欣也

後藤栄美子 石井　秀基 小澤　高道 成田　光一 加藤彦次郎 堺谷　直樹

7／28月、29火、30水

◆問い合わせ先　議会事務局　☎８５－４８３１

を開催します。
第１回
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日時：平成26年７月４日（金）

第１回 臨 時 会

町民のみなさまへ、臨時会

●議会議長選挙

●議会副議長選挙

●議会常任委員会委員の選任

●議会運営委員会委員の選任

●議会広報編集特別委員会委員の選任

●能代山本広域市町村圏組合議会の議員の選挙

●能代市山本郡養護老人ホーム組合議会の議員の選挙

●農業委員会委員の選任につき議会が推薦する者

●監査委員の選任

●専決処分の報告（施設管理作業事故に係
る相手方車両の損害賠償に関する件）

●専決処分の報告（街路灯転倒事故に係る
相手方家屋の損害賠償に関する件）

●温泉事業特別会計への繰り入れ

●一般会計予算の補正
〈主な内容〉
・障害者福祉自立支援給付費…………485万8千円
・木戸沢地内集落排水路整備事業費………350万円

●温泉事業特別会計予算の補正
〈主な内容〉
・温泉管理費（電気料・修繕料）…… 678万3千円

●議員派遣の件
（藤里町議会町民会議の視察、県北地区町村議会議
員研修会、町民と議会との懇談会、町村議会広報・
議員研修会）

袴田　隆 議員斎藤清作 議員 堺谷房子 議員 近藤一彦 議員 児玉重吉 議員

町民のみなさまへ
～大変お世話になりました～

　私たち５人は、任期満了となる６月30日をもちまして、議会議員を退
任いたしました。
　在任中は、みなさまから温かいご支援、ご教示をいただきました。
　また、先輩や同僚議員、関係者の方々から多くのご指導を賜り、誠にあ
りがとうございました。心から感謝申し上げます。
　三種町の更なる発展と、三種町民のご健康とご多幸をご祈念申し上げ、
退任のご挨拶といたします。

人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、２
〜
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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去
る
６
月
、
私
に
と
っ
て
高
校
で

最
後
の
全
県
総
合
体
育
大
会
で
団

体
、
ダ
ブ
ル
ス
、
シ
ン
グ
ル
ス
で
３

冠
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
小
学
生
の
頃
の
自
分

か
ら
は
と
て
も
想
像
出
来
な
い
こ
と

で
す
。

　

小
学
生
の
頃
か
ら
父
と
兄
の
影
響

を
受
け
、
私
も
卓
球
が
大
好
き
で
し

た
。
も
と
も
と
飛
び
抜
け
た
素
質
も

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
地
元
の
卓
球

連
盟
の
方
々
や
ス
ポ
少
の
方
々
に
指

導
し
て
い
た
だ
き
、
少
し
ず
つ
い
ろ

い
ろ
な
技
術
を
習
得
す
る
と
、
勝
ち

た
い
気
持
ち
が
と
て
も
強
く
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
当
初
は
、
全
県
レ
ベ
ル
の

大
会
に
出
場
し
て
も
、
実
力
も
な
い

を
温
か
く
ご
指
導
く
だ
さ
る
監
督
、

各
種
大
会
で
い
つ
も
応
援
し
て
支
え

て
く
だ
さ
る
方
々
や
家
族
が
私
を
励

ま
し
て
く
れ
た
こ
と
に
、
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

最
後
に
、
高
校
の
卓
球
生
活
の
集

大
成
と
し
て
、
８
月
４
日
か
ら
甲
府

市
で
開
催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

は
、
自
分
ら
し
い
試
合
を
し
て
チ
ー

ム
に
貢
献
出
来
る
よ
う
頑
張
っ
て
き

ま
す
。

無
名
な
私
は
初
戦
敗
退
が
続
き
、
悔

し
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
す
べ
て

の
面
に
お
い
て
格
上
の
選
手
に
な
す

す
べ
も
な
く
、
心
が
折
れ
そ
う
な
こ

と
が
幾
度
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

と
き
父
は
、
強
く
な
り
た
い
の
な
ら

そ
こ
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
つ
も
励
ま
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ど
う
し
て
強
い
選
手
は
い
と
も

簡
単
に
勝
て
る
ん
だ
ろ
う
、
自
分
に

足
り
な
い
も
の
は
何
だ
ろ
う
と
悩
み

ま
し
た
。
今
思
う
と
卓
球

に
対
す
る
考
え
方
、
勝
負

に
お
け
る
概
念
な
ど
知
識

が
不
足
し
て
い
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

文
武
両
道
で
卓
球
部

も
強
豪
の
秋
田
高
校
に
進

学
を
考
え
た
と
き
は
両
立

が
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た

が
、
素
晴
ら
し
い
先
生
や

先
輩
、
同
期
に
支
え
ら
れ

頑
張
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。

今
振
り
返
り
、
技
術
的
に

も
精
神
的
に
も
未
熟
な
私

三種の星・編集後記

印
刷
／
㈱
八
郎
潟
印
刷
山
本
営
業
所　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
８
５
）
８
３
―
５
１
２
０

秋田高校卓球部

泉
いずみ

　　　凱
かい

仁
と

（八竜中出身）

★
★
★
★

★
★★
★★

★★★★★★★★

★
★
★
★

　

こ
の
度
の
改
選
に
よ
っ
て
広
報
委

員
が
新
た
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で

本
号
（
第
３４
号
）
が
私
た
ち
の
編
集

に
よ
る
最
後
の
広
報
と
な
り
ま
す
。

　

毎
号
表
紙
の
写
真
を
提
供
く
だ
さ

い
ま
し
た
吉
田
博
光
様
を
は
じ
め
、
議

会
事
務
局
の
み
な
さ
ま
に
は
紙
面
を

お
か
り
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

就
任
以
来
、
議
会
の
臨
場
感
を
お

伝
え
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
紙
面
の
制
約

も
あ
り
、反
省
点
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

編
集
委
員
一
同
、
ご
高
覧
い
た
だ

き
ま
し
た
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
多

幸
、
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
校

了
と
い
た
し
ま
す
。

前
委
員
長　

平
賀　
　

真

前
副
委
員
長　

小
澤　

高
道

前

委

員　

伊
藤　

千
作

前

委

員　

三
浦　
　

敦

前

委

員　

斎
藤　

清
作

前

委

員　

後
藤
栄
美
子

編
集
後
記

ダブルスの熱戦（右が泉選手）




